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前年度i乙引続き‘当館内でJH立総合資料館新及のための!経理・ i¥f'ull，作業を10月rllまで行なった。

j兄概

また準備された資料お

よび当館所殺の資料の一部を資料館合l乙移転させる作業を春・秋2度にわけて実行した。 11月15日資料館開館にともなっ

て、府立図書館岡崎本館の職員は66名から18名iζ減少した。同時{乙岡崎本館をより殺しみやすい図書館とするため、長年

の懸案であった館舎の改修工事が着手された。乙の館手7は明治42年余11設のもので朕史的建築的にみて記念すべき建造物て‘

あるめで原型をなるべく変更することなく外装工事が行なわれるよう計四されている.

貸出室の設置と児童図書の貸出準備

}f:f民全般へのサービス方法のーっとして、また、手持の図;刀l円:がフ Jル~!にこi前百周されるイ休本制をとる?たこめ館外貸出を計画Z湾¥f

でで.ある。本館では貸出室(新設)と児市室でその，¥1¥備がおこなわれ、市内分館でも新らたに伏見分館でちゃくちゃくと準

備が進められている。
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i践 古5 )1段 後一-------
4，288，759 4，932，945 

利用者総数 明治31一昭和20 昭和21 昭和38

48年間 18年間

224，707 1，346，726 

女子利用者数 明治39一昭和20 昭和21一昭和38

40イ手間 18年間

(本館および市内3分館)

木館および市内3分館における本年度内平11

者館内利用

用者総数は248，795人(1日平均894人)であ

る。これを戦前最高の昭和10年の利用者総数

約2f去に当るわけである。

戦前と戦後における図書館の館内利用者の

129，782人(1百平均399人)と比校すると、

動きlまれのとおりである。
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4.京都市内4館の利用者の内訳

本 館 伏見分館 中京分館 上京分館 A ι， 

利 用 者 数{人) 137，884 50，841 27，297 32，773 248，795 

手リ 用 冊数{冊) 119，403 45.616 46，325 37，995 249，339 

関 館 日 数{臼) 279 285 288 280 

1日平均利用者数{人〉 497 178 95 124 894 

男 (，9.0') 74 61 82 64 70.9 

女 (%) 26 39 18 36 29.1 

一 般(%) 13 6 70. 16.8 

学 生(%) 87 
民

94 30 83.2 

\明町吋岡崎本宣告に~òt:tる学生の類別利用率はっき♂のようになっている。

，./ 
大学生 25% 中学生 11%

高校生 33% 小学生 694 

5.利用図書の内容

岡崎本館での図書利用冊数i主、

約12万冊で、 1日平均428冊であ

る。これを図書の分類別にみると

右のとおりである。

6.館外貸出舟数

総記

哲学・宗教

j院史・地理

社会科学

(1)個人貸出(中京分館〉

4.0% 自然科学

4.0 工学

11.8 産業

11.6 芸術

各種学校 25% 

16.0;，.0' 守111克1 学 6.6;''; 

5.4 文 守: 13.2 

1.6 リ己 -jj'i: 11.7 

3.9 新聞.~\fr~誌; 10.2 

中京分館では一般成人・勤労青年を対象として、個人への館外貸出を実施している。毎月約650冊の貸出がゐり、本年

度内の貸出総数は7，579冊である。

交通の便l乙め々まれているため、サラリーマン、 B.G、商工関係者、主婦にちによろこばれている。

欄酬櫛鵬、
(2) 団体貸出{地方6分館)

ー、、、i 地方の6分館において、各種団fH乙対し、長期貸出 o窃問1
カ月)を行なっている。 本年度内の貸出冊数!i65，901冊である。

なお、乙れらの長期貸出図書は、 1カ月の貸出期間中i乙各冊

平均3人の手を経て読まれているから、この分の本年度利用者

総数は約200，000人と推定される。

これを団体種別よりみる延べ利用回数は右のとおりである。

7.児 童 室

青年間

公民館

図書館

官公努

読書会

婦人団体

78 学 校 26 

59 会社・工場 149 

11 P. T. A 11 

372 青年学級 31 

1，553 婦人学級 16 
159 その他 44 

子どもたちによい環境を与え、読書を楽しいものとし、読書を生涯の習依として身につけさせるために、子ども向きの

学習書と一般読書を 3，500冊用意している。本年度の利用者総数は6，472人 f男73;'';、女27芦ので、t}と子の図書館手IJJH

図書の貸し出しなどの積極的なサーピスを準備中である。

( 2 ) 



8.蔵書珊数

昭;tL138年度末iこ~òt:tる当鎮のi読書冊数は

約98，000冊となっている。その各館別の内

訳は右のとおりである。

本年度内における本館の蔵書の減少は総

合資料館へ保管転換によるものである。

9.分館

(1)伏見分館{昭和25年2月開設)

* 官~{

伏見分館

ヰI京分館

46，273 (冊)11 111平山地方針臼 5，929 (冊)

官沖地方分館 5，524 

8，060 綾部地方分館 5，309 

園部地方分館 4，655 
6，725 | jk桑地方分館 3，924 

木津地方分館 4，338 
7，153 
合計 97，890 

乙の分館は、はじめ{也の建物の一部を借りて出発したが、昭和29年、新館舎の完成とともに移転再開した。敷地859平

方メートル、関覧室231平方メートル、座JlI，'120である。岡崎本館から 8キロはなれにと乙ろにあるこの分館は、現在の

開館時間(平日正午~午後61時)になってから、利用者数5万人をこえる最高を記録した。なお、ますます府治南地区へ

の図書館サーピス吾多角的に拡大しつつある。

木年度の入館者ー数は1日平均178名、 1 日最~:ï402名であった。

(2) 中京分館{昭和24年6月開設)

この分館i立、当初丸?を:京都支庄の地下宰を借用してきたが、丸善支屈の都合により、一時開館し、昭和32年6月に烏丸

丸太町下ル京都府烏丸Jj~í'7の 3 階 228 平方メートノレを利用して TfJI!8 した。

中京分館は、新flJの小説・陥句作・走行|昔1 ・ ~~f誌を rll心i乙、完全開架伽jをとり、気軽な市民の読書室として多くの人々に喜

ばれている。なおこの分館の所在地は、京都商工会議所i乙近く、商工業者の利用を促illiする目的をもって、商工業関係の

図7F-雑誌・パンフレット類の収集につとめている。

木年度の入館者数は一日平均95名で、一般人が学生よりもiまらかに多く70%をlIlめている。

なお、利用者の使'11をはかり、何人への館外1-tLl¥を実施しており、毎月約650冊の貸出がある。

(3) 上京分錨(昭和26年4月開設〉

上京分館は昭和26年4月クルーガー図書館と合併して、最初紫郊会館の一室を信用して発足した。この分館は市の北部

地区の人々にサーヒ、ス活動してきたが、都合により北部地区品I}人会の協力で、昭和31年4月現在の北区等持院東町財団法人

依谷文庫一放木島桜谷図的の元画室l乙移り、現在では西部地区の人々に利用されている。ここは市電・京福電鉄・国鉄パス

の交叉点白梅町から西北500メートルi乙位置し、周囲は住宅地である。敷地1，127平方メートル、閲覧室198平方メート

ル、 N，-Jll¥'約却を有し、広い庭を前i乙控えて明るく読書i乙快適である。

木年度入賞(i者数は1日ヤ-均 124名・ 1日段高299名であった。

(4) 地方分館

昭和25年に、昨山・ iiJ;津・綾部の3館、次いで、昭和27年l乙、閣;在日・北桑・木津の3館が開設され、現在の6館である。

これらの地方分館は、地域内の公民館、紛人会、読書会などの団体i乙対して、 30冊~50冊を 1 ヵ月の期間で団体貸出を実

hi匡し-n、る。

この6館の利用の状況は、利用団体の而では、 Jfl:村青年の周l村の彩停から、青年団の利用は大きく減少したほか公民館

の利用も少なかったが、官公努、婦人団体、会社工場、及び高校生などの利用は増大した。読書傾向の函からみると、各

読書グループ、官公籍、会社工場等への文学需の貸出しを恨頭l乙、婦人団体による「幼児のしつけ」とカ)r幼児教育J…...

A干の家庭教育関係の岡市の利用が浮く、紀行;liもよく利用された。その他学初参考書を求める高校生が多くなった。

( 3 ) 



なお、文t'illi守の同Wf1fiW}吾作て、 「巡回文時j冶購入

し、 6 地方分館iζ配演して、地域の読書ìl~-llihを援助して

いるが、この「巡回文庫Jは、「子供会」と r1M入団体J

を対象に各々12組、計24組を編成して指定の団体に巡回

した。

負1 名|利用団体数 利用冊数{冊〉

10.経費

本年度の諸経費は約3.260万円で内訳は右のとおりで

ゐ23.

なお、オ三年度末における館員数は館長以下主事24名・

主事補8名・事務長1名-ク'Ht者2名計36名である。

昨山地方分館

宮津地方分館

綾部地方分館

園部地方分館

北桑地方分館

木津地方分館

合 言十

費 日 金

人 件 費

図書館資料費

図書費)
(定期刊行物

その他の経費

計

669 14，246 
735 11，460 

146 7，333 
387 9，592 

267 11，744 

411 11，526 

2，611 65，901 

額 比 率

27，403千円 84.05 U6) 
3，020 ~ 9.26 

2，323 /1 
697 ク

2，181 /J 6.69 

32，604干円 100.0 

京都府立図書館所在地一覧

館- 名[ 所 夜 地 |電話 宣自 所 夜 地 |電話

本 宮古 成京都勝市寺左町尽9区岡崎 ⑫0069 
2450 宮津地方分館 宮津市鶴賀 宮津2730

伏見分館 京都市伏見区瀬戸物町746 @9148 綾部地方分館 綾部市並松町
綾岡部部12325q0i 

rlJ京分館 下京都ル市(京中都京府区烏烏丸丸庁通舎丸3太階町) ⑧0916 岡部地方分館 船井郡i週間1回J字t]、?丘町

上京分館 京都市北区等持院東町56 @9396 北桑地方分館 北桑田郡京北町字下中 弓自1] 40 

昨山地方分館 中1l!l昨山町字丹波 峰山364 木沖地方分館 相楽郡木津町字雨Jfi外 l 木LllJ，津k5d78 

( 4 ) 


